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   国⽴研究開発法⼈⼟⽊研究所委託業務等評定要領 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３１年　１月２２日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 達第　　　　１　　　号 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

附　則 
（施行期日） 
第７　この要領は、平成３１年４月１日以降に完了する業務を対象に適用する。 
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別添②

様式１ 部長・グループ長

委託業務成績評定表(案) ［計画検討・解析等調査業務］

件 名

契約金額 円 履行期間 平成 年 月 日～平成 年 月 日 完了年月日 平成 年 月 日 完了検査年月日 平成 年 月 日

契約の相手方 所在地： 商号又は名称： 管理技術者氏名：

監督（調査）職員 所属 氏名 印 業務総括者 所属 氏名 印 検 査 員 所属 氏名 印

項目 細 別 評 価 要 素 監督（調査）職員 (業務総括者) 検査員

業務の理解 業務の目的と内容を理解･把握していたか否か。 （±３点以内） 点 （±４点以内） 点

実 事 前 準 備 管理技術者の基礎知識(既往文献等の把握等）は十分だったか否か。 （±３点以内） 点

施 打合せ協議 当初打合せは、的確な質問･有意義な提案があったか否か。 （±３点以内） 点

計 業務計画書 検討項目設定及び調査解析手法等の技術的内容が適切だったか否か。 （±３点以内） 点 （±４点以内） 点

画 履行手順･工程、 時期･内容、安全確保は、適切だったか否か。 （±５点以内） 点 （±１５点以内）

人員体制は、能力･人数ともに適切だったか否か。 （±３点以内） 点 点

打合せ協議 打合せは、連絡･積極性、 時期･内容、 理解･記録など適切だったか否か。 （±６点以内） 点

履 履 行 管 理 ﾐｽ･ﾄﾗﾌﾞﾙが少なく、予定通り又は余裕をもって安全に完了したか否か。 （±４点以内） 点 （±１０点以内）

行 主務の履行 照査、 技術的検討、 目的に対する達成度は十分だったか否か （±６点以内） 点 点

技 術 力 常に創意工夫･必要な検討･的確な提案があったか否か。 （±４点以内） 点

技 術 力 目的の成果を導き出すための手段･解析は、十分か否か。初期の目的に照らし、優れた成果を上げたか否か。 （±８点以内） 点

成 要点のﾁｪｯｸ(要点数値の検討･類似比較など)は、十分なされたか否か。 （±３点以内） 点

果 打合せ資料等の必要書類が整っているか、計算･図面等に単純ミスがあったか否か。 （±５点以内） 点

品 とりまとめ 記載方法に創意工夫が見られるか否か。誤字脱字はないか。 (監督（調査）職員観点：経過。検査員観点：結果。) （±２点以内） 点 （±４点以内） 点

成果を的確にまとめたか。(監督（調査）職員観点：打合等に沿っているか否か。検査員観点：結果の良否。) （±２点以内） 点 （±５点以内） （±４点以内） 点

仕様書・打合せ等により必要とされた事項を十分網羅しているか否か。 点 （±４点以内） 点

加点・減点集計 Ａ 点 Ｂ 点 Ｃ 点

事故等に 次項を参考として－１５点まで減点することができる。
よる減点 ① 業務関係者に重傷者が発生した事故等：－５点 Ｄ － 点

② 業務関係者に死亡者が発生した等の重大事故等：－１０点
③ 公衆に負傷者もしくは死亡者が発生した等の重大事故等：－１５点

評定点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 監督（調査）職員：

（点） ＝ ６０＋（ ＋ )×(40／70）×0.6 ＋ ×0.4＋ －
↑ 記

評定点は、小数点以下を四捨五入して、正数とする。 業務総括者：
事

注： の評定点は、①検査員が所管の課長・上席研究員・グループ長の場合は、検査員本人が点を付ける。
②検査員が所管以外の課長・上席研究員・グループ長の場合は、検査員が監督（調査）職員に聞いて点を付ける。又は、監督（調査） 検 査 員：
職員が点を付けることが出来る。

評定点および記事の記述は、各自手書きとする。



様式２ 部長・グループ長

委託業務成績評定表(案) ［測量・地質調査・単純調査業務］

件 名

契約金額 円 履行期間 平成 年 月 日～平成 年 月 日 完了年月日 平成 年 月 日 完了検査年月日 平成 年 月 日

契約の相手方 所在地： 商号又は名称： 管理技術者氏名：

監督（調査）職員 所属 氏名 印 業務総括者 所属 氏名 印 検 査 員 所属 氏名 印

項目 細 別 評 価 要 素 監督（調査）職員 (業務総括者) 検査員

実 業務の理解 業務の目的と内容を理解･把握していたか否か。 （±３点以内） 点 （±４点以内） 点

施 事 前 準 備 管理技術者の基礎知識(既往文献や現地状況等の把握等）は十分だったか否か。 （±６点以内） 点

計 打合せ協議 当初打合せは、的確な質問･有意義な提案があったか否か。 （±２点以内） 点

画 業務計画書 検討項目の設定及び調査解析手法の技術的内容･工程計画、安全確保が適切だったか否か。 （±３点以内） 点 （±１５点以内） （±４点以内） 点

人員体制は、能力・人数ともに適切だったか否か。 （±２点以内） 点 点

打合せ協議 打合せは、連絡･積極性、 時期･内容、 理解･記録など適切だったか否か。 （±６点以内） 点

履 履 行 管 理 ﾐｽ･ﾄﾗﾌﾞﾙが少なく、予定通り又は余裕をもって安全に完了したか否か。 （±４点以内） 点 （±１０点以内）

行 主務の履行 照査･技術的検討、目的に対する達成度は十分だったか否か （±６点以内） 点 点

技 術 力 常に創意工夫･必要な検討･的確な提案があり、現地調査等を十分考慮して作業したか否か。 (±８点以内） 点

とりまとめ 仕様書、打合せ等による必要事項を完全かつ広範囲に網羅しているか否か。 （±４点以内） 点

成 要点のﾁｪｯｸ(要点数値の検討・類似比較など)は、十分なされたか否か。 （±４点以内） 点

果 打合せ資料等の必要書類がきちんと整っているか否か。 （±４点以内） 点

品 記載方法に創意工夫が見られるか否か。誤字脱字はないか。 (監督（調査）職員観点：経過。検査員観点：結果。) （±５点以内） 点 （±８点以内） 点

成果を的確にまとめたか。(監督（調査）職員観点：打合等に沿っているか否か。) （±３点以内） 点 （±５点以内）

計算間違い、図面の誤り等のミスが最終成果にあったか否か。 点 （±４点以内） 点

加点・減点集計 Ａ 点 Ｂ 点 Ｃ 点

事故等に 次項を参考として－１５点まで減点することができる。
よる減点 ① 業務関係者に重傷者が発生した事故等：－５点 Ｄ － 点

② 業務関係者に死亡者が発生した等の重大事故等：－１０点
③ 公衆に負傷者もしくは死亡者が発生した等の重大事故等：－１５点

評定点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 監督（調査）職員：

（点） ＝ ６０＋（ ＋ )×(40／70）×0.5 ＋ ×0.5＋ －
↑ 記

評定点は、小数点以下を四捨五入して、正数とする。 業務総括者：
事

注： の評定点は、①検査員が所管の課長・上席研究員・グループ長の場合は、検査員本人が点を付ける。
②検査員が所管以外の課長・上席研究員・グループ長の場合は、検査員が監督（調査）職員に聞いて点を付ける。又は、監督（調査） 検 査 員：
職員が点を付けることが出来る。

評定点および記事の記述は、各自手書きとする。



様式３
部長・グループ長

委託業務成績評定表(案) ［設計業務］

件 名

契約金額 円 履行期間 平成 年 月 日～平成 年 月 日 完了年月日 平成 年 月 日 完了検査年月日 平成 年 月 日

契約の相手方 所在地： 商号又は名称： 管理技術者氏名：

監督（調査）職員 所属 氏名 印 業務総括者 所属 氏名 印 検 査 員 所属 氏名 印

項目 細 別 評 価 要 素 監督（調査）職員 (業務総括者) 検査員

実 業務の理解 業務の目的と内容を理解･把握していたか否か。 （±２点以内） 点 （±２点以内） 点

施 事 前 準 備 管理技術者の基礎知識(既往文献や現地状況等の把握等）は十分だったか否か。 （±４点以内） 点

画 打合せ協議 当初打合せは、的確な質問･有意義な提案があったか否か。 （±２点以内） 点

画 業務計画書 検討項目の設定及び調査解析手法の技術的内容･工程計画が適切だったか否か。 （±３点以内） 点 （±１５点以内） （±２点以内） 点

人員体制は、能力・人数ともに適切だったか否か。 （±１点以内） 点 点

打合せ協議 打合せは、連絡･積極性、 時期･内容、 理解･記録など適切だったか否か。 （±７点以内） 点

履 工 程 管 理 ﾐｽ･ﾄﾗﾌﾞﾙが少なく、予定通り又は余裕をもって完了したか否か。 （±４点以内） 点 （±１０点以内）

行 主務の履行 照査、技術的検討、目的に対する達成度は、十分だったか否か。 （±９点以内） 点 点

技 術 力 常に創意工夫･必要な検討･的確な提案があり、現地調査等を十分考慮して作業したか否か。 （±８点以内） 点

技 術 力 目的の成果を導き出すための手段・解析は、十分か否か。初期の目的に照らし、優れた成果を上げたか否か。 （±７点以内） 点

成 要点のﾁｪｯｸ(要点数値の検討･類似比較など)は、十分なされたか否か。 （±４点以内） 点

果 打合せ資料等の必要書類が整っているか、計算･図面等に単純ミスがあったか否か。 （±６点以内） 点

品 とりまとめ 記載方法に創意工夫が見られるか否か。誤字脱字はないか。 (監督（調査）職員観点：経過。検査員観点：結果。) （±５点以内） 点 （±４点以内） 点

成果を的確にまとめたか。(監督（調査）職員観点：打合等に沿っているか否か。検査員観点：結果の良否。) （±３点以内） 点 （±５点以内） （±４点以内） 点

仕様書・打合せ等により必要とされた事項を十分網羅しているか否か。 点 （±３点以内） 点

加点・減点集計 Ａ 点 Ｂ 点 Ｃ 点

事故等に 次項を参考として－１５点まで減点することができる。
よる減点 ① 業務関係者に重傷者が発生した事故等：－５点 Ｄ － 点

② 業務関係者に死亡者が発生した等の重大事故等：－１０点
③ 公衆に負傷者もしくは死亡者が発生した等の重大事故等：－１５点

評定点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 監督（調査）職員：

（点） ＝ ６０＋（ ＋ )×(40／70）×0.4 ＋ ×0.6＋ －
↑ 記

評定点は、小数点以下を四捨五入して、正数とする。 業務総括者：
事

注： の評定点は、①検査員が所管の課長・上席研究員・グループ長の場合は、検査員本人が点を付ける。
②検査員が所管以外の課長・上席研究員・グループ長の場合は、検査員が監督（調査）職員に聞いて点を付ける。又は、監督（調査） 検 査 員：
職員が点を付けることが出来る。

評定点および記事の記述は、各自手書きとする。
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